
平
成
１５
年
度
の
料
金
収
入
は
、
配
水
量
が
前
年
度
よ
り
３４
％
増
え

た
こ
と
に
よ
っ
て
１
、
８
７
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

支
出
で
は
、
経
費
節
減
に
よ
っ
て
営
業
費
用
が
０
・
８
％
削
減
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
３
１
７
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
利
益
は
借
入
金
の
返
済
の
た
め
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
二
井
田
地
区
の
工
業
団

地
に
立
地
し
た
企
業
へ
、
良
質
な
工
業

用
水
を
安
価
に
供
給
す
る
こ
と
で
、
企

業
に
安
定
し
た
経
営
を
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
経
済
の
発
展
と
雇
用
の
拡
大
に
結

び
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
９
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

工
業
用
水
道
と
は
、
主
に
製
造
業
の

企
業
に
対
し
、
製
造
活
動
に
使
用
す
る

水
を
供
給
す
る
た
め
に
、
自
治
体
が
独

自
に
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。

秋
田
県
内
で
は
、
県
の
企
業
局
が
工

業
用
水
道
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

市
町
村
で
は
本
市
し
か
実
施
し
て
い
ま

せ
ん
。

全
国
的
に
見
る
と
、
工
業
用
水
道
事

業
で
供
給
し
て
い
る
水
は
、
河
川
の
表

流
水
や
ダ
ム
の
水
な
ど
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。
本
市
の
場
合
に
は
、
極
め

て
良
質
で
豊
富
な
地
下
水
の
水
源
を
２

カ
所
確
保
し
、
安
価
に
安
定
し
て
供
給

で
き
る
体
制
を
整
え
た
こ
と
か
ら
、
医

薬
品
製
造
業
や
食
品
加
工
業
な
ど
の
企

業
に
立
地
い
た
だ
け
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
安
定
し
た
工

業
用
水
道
を
二
井
田
地
区
工
業
団
地
の

企
業
に
供
給
す
る
こ
と
で
、
同
地
区
団

地
へ
の
企
業
立
地
を
推
進
す
る
と
共
に
、

地
域
経
済
の
発
展
と
雇
用
の
拡
大
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
続
け
ま
す
。

自己資本金
２億４，５０２万円

借入資本金
５億２，０４７万円

資本剰余金
１億２，３９２万円

負債・資本計
９億１２万円

資

本

固定資産
８億６４７万円

流動資産
９，３６５万円

資 産 計
９億１２万円

資

産

１７事 業 所
５，３００�／日
５０９，７３１�
２，３９８�
１，３９３�

給 水 事 業 所 数
配 水 能 力
年 間 総 配 水 量
１日最大配水量
１日平均配水量

工
業
用
水
道
事
業
会
計
決
算
状
況

工工
業業
用用
水水
道道
事事
業業
会会
計計
決決
算算
状状
況況

平成１５年度大館市工業用水道事業貸借対照表
（平成１６年３月３１日現在）

施設を建設す
る際に受けた
補助金や負担
金などの金額
です。

利益剰余金
９５９万円

未払金や預かり
金などの将来に
支払う必要のあ
る金額です。

一般会計から
の出資金や積
立金を取り崩
した金額です。

各種積立金や使
い方をまだ決め
ていない利益の
金額です。

流動負債
１１２万円

企業債などのい
わゆる借金の残
高です。※民間
企業だと負債に
分類されますが、
公営企業は資本
に分類されます。

３
１
７
万
円
の
黒
字

３３
１１
７７
万万
円円
のの
黒黒
字字

工
業
用
水
道

事
業
の
目
的

現金・預金や
未収金などの
固定資産以外
の資産です。

取水場、配水池、
送配水管など工
業用水道事業で
所有している資
産の価格です。
取得後の経過
年数により減価
償却した後の金
額です。

収益的収支（消費税抜き）
＜工業用水道事業の運営に関する収支＞

資本的収支（消費税込み）
＜工業用水道施設の整備に関する収支＞

平成１５年度の給水状況

年間総配水量の推移

工
業
用
水
道
が

企
業
立
地
を
促
進

広報大館２００５．１．１６�


